
１．評価調書【今後の取り組み】の改善状況
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182

　公社だよりやＨＰを充実し，会員への情報提供に努めるとともに，農業経営に関す
る相談活動や研修などを開催し，農業者に信頼される公益法人を目指し，会員の
拡大に努める。

年度

貸付農地面積（ストック面積） 80㏊
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工
程

今後の改善・対応方針等

　引き続き農業委員会と連携し，農地保有合理化事業の取組みを進める。

実施事項

既に改善・対応済み 今後（引き続き）改善・対応予定

既に改善・対応済み

年度

【今後の取り組み】

②

　農地保有合理化事業実績を拡大するため，農業委員会と連携し，モデル集落を設定して，担い手への面的集積促進
を図る。

改善・対応区分

年度 23 年度

改善・対応区分

年度

　平成２４年度を目標年次とする中期計画を策定した。

これまでの改善・対応内容

今後の改善・対応方針等

年度

【今後の取り組み】

既に改善・対応済み 今後（引き続き）改善・対応予定

③

　会員への情報提供など，サービスの充実に努め，特別会員及び会費収入を増加させる。

改善・対応区分

これまでの改善・対応内容

　公社だよりの発行については１回に止まった。ＨＰをリニューアルし，内容の充実を
図った。
　会員数について，特別会員の中で病気などを理由に農業を廃止したことで退会し
た者がおり，減少してしまった。

【今後の取り組み】

①

　事業毎の目標値など，団体としての中長期計画を定める。

外郭団体評価　改善状況報告調書（平成１９年度評価分）

団体名 社団法人しろね農業振興公社
所管課

　農業政策課

今後（引き続き）改善・対応予定

今
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これまでの改善・対応内容

　農業委員会と連携して，農地保有合理化事業の実績拡大に努めた。

90㏊ 100ha 110㏊工
程

実施事項 20

1



２．評価調書【総合評価】における「今後の取り組みに対する評価，改善指示事項」の改善状況

　機能拡充を図る団体として事業の拡充及び事業展開の明確化のため，これまでの実施事業の評価・検証を行ったうえで
明確な事業目標，新たな自主財源確保の取り組み及び収支などを含めた中長期計画を策定する必要がある。
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収支に係る中期計画の策定

これまでの改善・対応内容

○

年度

　収支に係る中長期計画の策定を検討する。

既に改善・対応済み 今後（引き続き）改善・対応予定

20 年度 年度

【総合評価】今後の取り組みに対する評価，改善指示事項

【今後の取り組み】

④

　公認会計士等の指導を受け，公益法人会計基準に即した経理事務を実施する。

改善・対応区分 既に改善・対応済み 今後（引き続き）改善・対応予定

これまでの改善・対応内容

今
後
の
改
善
・
対
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今後の改善・対応方針等

　公認会計士の指導を受け，平成２０年度中に公益法人会計基準に即した経理事
務に移行する。

工
程

実施事項 20 年度 年度

公益法人会計基準に則した
経理事務への以降

○

今後（引き続き）改善・対応予定

年度 年度

年度

　事業展開の明確化について，平成２４年度を目標年次とする中期計画を策定し
た。

これまでの改善・対応内容

　公社の事業・サービス利用者からの必要経費徴収については，公社の事業内容
や会員へのサービスを充実し，農業者に信頼される公益法人を目指すことを優先に
取り組むべきとの考えから，時期尚早と判断し，見送ることとした。

【総合評価】今後の取り組みに対する評価，改善指示事項
　自主財源の確保にあたっては，公社による事業・サービス利用者から必要経費等を徴収することについて検討されたい。
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